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昭和 一 一年の 二月 中旬の こと ：：： S 岳の 絶頂の 岩山が 

おお ふもと 

二三 日 灰色の 雲に 覆われて いるう ちに、 麓の 村々 へ 

白い ものが チラ チラし 始めた と 思う と、 近年 珍ら しい 

大雪に なった。 

やますそ かいわい 

その 麓の S 岳 村から 五六 町 離れた 山裾に、 この 界隈 

ものもち いなか 

での 物 持と 云われて いる 藤 沢 病院が 建って いた。 田舎 

に は 珍ら しい 北欧 型の スレ ー ト 屋根 を、 古風な 破風 造 

おもや いら か 

りの 母屋の 甍と 交錯 さして、 日が 暮れても、 ハツ キリ 

りんかく 

とした 輪廓 を、 雪の 中に 描き 現わして いたが、 やがて、 

その 玄関の 左右から 明るい のと、 暗い のと、 二い ろの 

電燈が 輝き 出した。 



を 見て 静養し に 来た もの だそう である。 東京 育ちと 名 

乗る だけに、 金づ かいが 綺麗な ばかりでなく、 物 ごし 

が 上品で、 見聞が 広いた めに、 いっとな く 若い 院長と 

懇意に なって、 無二の 話 相手に されて いるので あった。 

一 一人の 間に プ ー プ— と 湯気 を 吹いて いる アルミ の 

ぢ お. つ、 ,レ 

大 薬罐 や、 外の 雪 を チラ チラと 透かしながら 一 面に 

しずく ガラス 

水滴 をした たらして いる 硝子 窓 は、 二人が 長い間 話し 

込んで いる 事 を 証明して いた。 しかも、 その 話の 興味 

はかなり に 高潮して いるら しく、 健 策 は 長椅子に 背 を 

凭た せて、 冷然と 腕 を 組んだ まま …… 又、 黒木 は その 

黒眼鏡 を かけた 魚の ように 無表情な 顔 を、 火鉢の 上に 



ている のです がね ：：•• ハハ ハ ハハ」 

黒木 はしかし 笑わなかった。 なお も 健 策の 顔 を 凝視 

ちゅうちょ 

しながら、 躊躇し いしい 問うた。 

「 …… へェ …… しかし、 それに は 何 か 深い 理由が お あ 

りになる でしよう？」 

「ええ …… それ は、 あると いえば 在る ような ものです。 

貴方の ように 世間 を 広く 渡って おられる 方に、 その 

理由と いうの を 聞いて 頂いたら、 何 か 適当な 御意 見が 

聞かれ はしまい かと 思って、 実はお 話しす るんで すが 

は …… ま A こ, 談 相手 も. K 、 ン r.,? つし tiJ-u-A. つ… 



ですから」 

健 策 は 又も 耳の つけ 根まで 赤くな つた。 

「 …… ェェ …… それ は 僕 も 知っています。 しかし、 そ 

う い う 品 夫 の 態度が 恐 しく 真剣な ので、 僕 はすこし 気 

にか かりまし てね。 何となく トン チン カンな 感じが し 

ましたから …… その 時に こう 云 つて やった のです …… _ 

それ は 一応 尤もな 意見 だが …… しかし、 もう 親類と 

相談 をして きめてし まった 事 だから、 今更 変更す るの 

は 面白くな いだろう と 」 

「なるほど …… これ も 御 道理です ね」 

「そう 云います と、 今度 は 品 夫の 奴が メソ メソ 泣き出 



「へ ェ …… それ は …… お驚きに なった でしよう …… 」 

r ィャ もう、 お話しす るの も 馬鹿馬鹿しい 位です がね 

…… ですから 僕 も、 始めは 何 かしら 云い 難い 理由が あ 

るの を 隠す ために、 そんな 無茶 を 云う のじ やない か 知 

らんと も 思って みたんで すが、 品 夫の 真剣な 態度 を 見 

ると、 どうも そうじゃな いら しいんです …… というの 

は、 元来 品 夫 は 僕と 違って 文学 屋で、 女の 癖に 探偵 小 

説 だの、 宗教 関係の 書物 だの を 無闇 矢鳕 に 読 みたがる 

のです。 露西亜 人が 書いた とかいう 黒い 表紙の 飜訳小 

説 を 取り寄せて、 夜通しが かりで 読んだり する 位で… 

…ですから、 そんな ものの 影響 を 受けて いるので しょ 



た しま 

そうした 執念深い 慾 望をキ レイに 断ち切って 終う かど 

き い つぼん 

うかしなければ、 どうしても 気が済まない、 生一本の 

娘の 心理と が、 タマラ ナイ 程 深刻に 描き あらわして 

あった …… と 云う のです。 何でも 品 夫 は その 小説 を 読 

ん でから、 そんな 気になった のじ やない かと 思 うんで 

す 力 」 

「ハ ハァ …… 」 

と 黒木 はィ ョィョ 感動した らしく、 片手で 鼻の 下 を 

撫でお ろした。 

「 …… 仏蘭西 か 伊太 i 物ら しい 小説です な。 …… けれ 

ども 万に 一 つ その 通りに なったら、 お嬢さん は、 トテ 



モ 素晴らしい 直感 力 を 持って おられる 訳です ね」 

健 策 も 苦笑しながら、 ッ ルリと 顔 を 撫で まわした。 

「どうも 赤面の 至りです。 あんまり 非常識な 話な ので 

…：- J 

「 …… ィャ …… しかし 驚き入りました ナ。 …… 実は 私 

も 品 夫さん のお 父さんに 関する 村の 人の 噂 を 一 一三 聞い 

ている に はいたので すが、 大部分 誇張 だろうと 思い ま 

したし、 もしかすると 岡焼き 連の 中傷 かも 知れない と 

思いました から、 今の 今まで チット も 信じて いなかつ 

たのです が …… 」 

「ィャ …… 村の 者の 噂 は 大部分 事実な のです。 品 夫 は 



知りません が …… 」 

「 …… そうです ね …… それ はそう かも 知れません が… 

…。 しかし 何しろ 私 も、 そんな 噂 話が あると いう 事 を、 

看護婦 を 通じて 聞いた だけです から、 シッ カリした 考 

え は 申 上げ かねる のです が …… 」 

r …… 成る 程 …… それじゃ その 事件の あらまし だけ を、 

今から 搔ぃ 抓んで お話して みまし ようか。 その 時に 立 

ち 会った 養父の 話です から、 村の 噂な どよりも ズット 

正確な 訳です が …… 聞いて くれます か 貴方 は …… 」 

「 …… へェ。 それ は 是非 伺いたい ものです が …… しか 

し …… 御 承知の 通り 私 は、 すこし 興奮す ると、 すぐに 



ねむ た ち 

睡れ なくなる 性質な ので、 それに 時間 も 遅い ようです 

し …… 」 

「 …… ィャ。 まだ 十 時 位でしょう。 眠れなかったら、 

あとで 散薬 か 何 か 上げます から、 それ を 服んだら いい 

でしよう。 もう 本当 は 退院 されても いい 位に 恢復して 

おられる のです から、 一 と晚 ぐらい 夜更かし をされ て 

も 大丈夫で すよ …… 僕が 請け合います …… 」 

「ァハ ハハハ …… ィャ。 散薬なら 二三 日 前に 頂戴，^ し 

たのが まだ 残って いますが …… 」 

「そうして 適当な 判断 を 下して くれません か …… 品 夫 

が 外国の 探偵小説に カブ レて、 そんな 事 を 云い 出した 



の 村の 獣医と して 東京から 連れて来た、 実 松 源 次郎と 

いう 男で、 死んだ 時が 四十い くつと かいう 事でした。 

生れ は 東北の C 県で、 T 塚 村と いう 大 村の、 実 松 家と 

い う 富豪 の 跡 取 息子 だ つたそう で すが 、 どうした 理由 

か、 故郷に 親類が 一人 も 居 なくなつ たので、 田地 田畑 

をスッ カリ 金に 換えて 上京した もの だそう です。 そう 

して 獣医学 校に 籍を 置いて 勉強して いるう ちに、 同じ 

下宿に 居た 関係から 私の 養父の 玄洋と 懇意に な つたの 

だそう で …… 」 

「ハ ハァ。 チ ヨット …… お 話の 途中です が、 その 故郷 

の 親類が 一 人 も 居 なくなった 理由と いうの は、 今でも 



「そうです ね。 養父 は どっち かと 云えば 人 を 信じ 易い 

性質だった のでしょう。 品 夫の 実父の 源次郎 氏の 事な 

ども、 獣医に は 惜しい 立派な 人物 だと 云って 賞め 

ち ぎ 

千切って いたよう です が、 よく 聞いて みると それ 程の 

人物で もなかった ようで、 こんな 村の 獣医 相当の 人間 

だった のでしょう。 一見して 変り 者に 見える、 黙リ屋 

の 無愛想 者だった そうで、 友達な ども 養父の 玄洋 以外 

に 一人 も 無かった そうです。 …… 趣味と いって は 唯 銃 

猶 だけだった そうです が、 これ は 余程の 名人 だったら 

しく、 十 年ば かり 居る 間に、 S 岳 界隈の 山の 案内 は、 

所の 猫師 よりも もっと 詳しく 知リ尽 していた という 事 



だった そうです。 ：：： ただ その 妻 君と いうの が、 ソレ 

者 上りら しい 挨拶 上手で、 亭主の 引き まわしが よかつ 

たために、 やっと 人気 をつな いでいた という 事です が 

…：- J 

きんしつ あいわ 

「なる 程。 そんな 事で、 とにかく 琴瑟相 和して いた 訳 

ですな」 

「そうです …… ところが、 その 甥の 当九郎 という 青年 

が 実 松 家に 入り込む ようにな ると、 その 夫婦仲が、 ど 

う も 面白く なくなった そうです。 …… これ は 品 夫が 生 

れる 前から、 長い こと 雇われて いたお 磯と いう 婆さん 

の 話です が、 何故か わからない けれども 源次郎 氏の 当 



赤ん坊の 品 夫と、 お 磯 婆さんの 三人 切りに なった ので、 

多少 自棄 気味 も あ つたので しょう。 それから 後 暫く の 

間、 殺生 は 無論の 事、 本職の 獣医の 方 も 放ったらかし 

にして、 毎日の ように K 巿の 遊廓に 入り浸つ たもの だ 

そうで、 お 磯 婆さん や、 養父の 玄洋が 泣いて 諫めても、 

頑として 聴き 入れなかった という 事です」 

「 …… いかにも …… 。 そんな 性格の 人 は 気の 狭い もの 

ですからね。 ほかに 仕様がなかった のでしょう」 

「ところがです ところが、 その 三月の 何日と か は、 

あげく 

ちょうど 今日の ような 大雪が 降 つ た 揚句 だ つたそう で 

すが、 その 夕方の 事、 真 赤に 酔っ払った 源次郎 氏が 雪 



家 探しまで してみ たそうで すが …… 」 

「 …… 成る 程。 それから …… 」 

す こぶ いつぼん えの き 

「それから 先 は 頗る 簡単です。 あの S 岳 峠の 一本 稷 

という 平地の 一角に 在る 二 丈ば かりの 崖から、 谷川に 

墜 ちて 死んで いる 実 松 氏の 屍体 を、 夜が 明けてから 通 

りかかった 兎 追いの 学生 連中が 発見して、 村の 駐在所 

に 報告した ので、 大騒ぎに なった もの だそう で …… 死 

因 は 谷川に 墜 ちた 際に、 岩角で 後頭部 を 砕いた ためで、 

外に は些 しも 異状 を 認められなかった そうです。 これ 

は その 屍体 を 診察した 養父の 話です がね …… 」 

「成る 程 …… しかし 屍体 以外に は …… 」 



りが 発見 出来なくて 困った そうです」 

「そうです ねえ。 あとから 雪が 降らなかったら 何 かし 

ら 面白い ことが 発見 出来た かも 知れません が …… 」 

「そうです。 尤も 雪と いう もの は 人間の 足跡から 先に 

消え 初める もの だと 村の 猫師が 云った とかいう ので、 

雪解け を 待って 今一度、 現場 附近 を 調べた そうです が、 

源次郎 氏が 通る 前に S 岳 峠を越え た 者 は 一 人 や 二人 

じゃなかった らしい ので …… おまけに 現場 附近 は、 屍 

体 を 発見した 学生 連に 踏み荒されて いるので、 沢山の 

足跡が 出る に は 出た そうです が、 いよいよ 見当が 附か 

なくなる ばかり だ つたそう です」 



「 …… すると …… つまり その 捜索の 結果 は 無効だった 

のです ね」 

「ええ … … 全然 得る ところ 無しで、 K 町の 新聞が 盛 ん 

に 警察の 無能 をタ タイた もの だそう です。 …… しかし 

そのうちに 乳 飲 児の 品 夫が、 お 磯 婆さんと 一緒に 此家 

に 引き取られて 来る し、 仮埋葬に なって いた 実 松 源 次 

郎 氏の 遺骸 も、 正式に 葬儀が 行われる しで、 事件 は 

ひとま 

一先ず 落着の 形に なったら しいので す。 そうして 色ん 

としつき 

な 噂が 立ったり 消えたり している うちに 二十 年の 歳月 

が 流れて 今日に 到った 訳で …… いわば 品 夫 は、 そうし 

た 二十 年 前の 惨劇が この 村に 生み 残した、 唯一 の 記念 



ん です …… ですから、 こんな 内輪 話 をお 打ち明けした 

訳なんで すが …… 」 

「 …… 成る 程 …… 」 

と 黒木 は 火鉢の 灰 を 凝視め たま まうな ずいた。 そう 

しばら 

して 暫く 何 か 考えて いるよう であった が、 やがて 静 

かに 顔 を あげる と、 依然として 遠慮 勝ちに 問うた。 

「それから …… これ も 余計な 差し出口で すが、 品 夫 さ 

んの 戸籍謄本 は 取って 御覧に なりました か？」 

「ハ ァ。 養父が 取って おいた のが 一枚あります が、 実 

松 源 次郎の 長女 品 夫と 在る だけで、 全く 身より たより 

の 無い 孤児です。 … … 三 四 年 前に わざわざ C 県まで 人 



すぶり 初めた。 

「黒木さん。 遠慮な さらな くと もい いんです よ。 …… 

貴方と は、 もう 久しい 間 御 懇意に 願って いますし、 ちょ 

うど 品 夫の 父親の 二十 一 回忌に 当る 年に、 こんな 大雪 

が 降る の も、 何 かの 因縁 だろうと 思って コン なお 話 を 

す るん ですからね …… 御腹 蔵の 無い ところ を 打ち明け 

力 え くど く 

て 下す つた 方が、 却って 功徳に な るんで すよ …… ハハ 

ヽヽヽ I 

ノ ノノ」 

こう 云う うちに 健 策 は 全く 昂奮が 静まった らしく ノ 

ン ピリした 顔色に なった。 同時に いくらか 話に 飽きが 

来たらし く、 あおむいて 小さな 欠伸 を 出し かけた。 し 



めに この 家が 滅亡す るよう な 事が あっても、 それが 故 

人の 希望なん ですから、 その 辺の 御 心配 は 御 無用です 

よ …… ただ 参考の ために 承って おくに 過ぎない のです 

からね。 ハハハ ハハ、 こう 云つ ちゃ 失礼 かも 知れ ませ 

んが …… 」 

健 策 は 相手 を 皮肉る でもな くこう 云って 笑う と、 思 

い 切って 大きな 欠伸 を 一 つした。 硝子 窓越しに チラ チ 

ラ 光る 綿雪 を 見遣りながら …… 。 

「 …… 成る 程 …… それで は …… 私の 意見 を …… 申して 

みます が …… 」 

黒木 はやつ と 決心した らしく、 窮 S そうにこう 云い 



ながら、 火鉢の 横に 転がって いる 大きな 湯 呑 を 取り 上 

げて白 湯 を 注いだ。 すると 健 策 も それに 倣って、 長椅 

子の 下から 硝子 コップ を 取り上げた。 

みなぎ 

二人の 間に は 又も 新ら しい 談話 気分が 漲った。 健 

ひよ-つきん 

策 はフゥ フゥと 湯気 を 吹きながら、 剽軽な 調子で 云つ 

た。 

「 …… どうか 願います。 品 夫の 一 生の 浮沈に かかわる 

事です から …… 」 

しかし 黒木 は どこまでも 真面目な、 無表情の うちに 

うなずいた。 湯 呑を片 わきへ 置きながら …… 。 

「ィャ …… 重々 御尤もです。 それじゃ、 お 話で きる だ 



ところ、 実 松 源次郎 氏の 変死 を 自殺、 もしくは 過失と 

認む ベ き 点 は ど こに も 無い … … 他殺に 相違 無 いという 

事に 就いては、 疑う 余地が 無い と 信じて いるので すが 

…：- J 

しわざ 

「 …… では 玄洋 先生 も 初めから、 実 松 氏の 甥の 所業と 

睨んで おられた 訳です な」 

「まあそう なんです。 しかし、 これ は 要するに、 今お 

話した ような 事実 を 土台に して、 色々 と 推量 をした 結 

果、 最後に 生まれた 結論に 過ぎない ので、 元来が 迷宮 

式の 事件な のです から、 あなたの 方から モット 有力な、 

根拠の ある 御意 見が 出たら、 その 方に 頭 を 下げようと 



が 雪の 中の 事です から、 思った ょリ 早く 相手に 発見 さ 

れて、 第一 弾が 命中し なかった …… というよ うな 事 も 

考えられ ますが、 とに も 角に も その 雪の 山上で、 物凄 

い 撃ち合いが 始まった 事 は、 誰に も 想像され 得る で 

しょう。 …… しかし 源次郎 氏の 武器が 二連発の 散弾銃 

•K! も の 

で、 当 九郎の 獲物が ピストルの 五 連発 か 何 かであった 

とすると、 到底 相手に はなり 切れないので、 源 次郎氏 

あと さが 

は 思わず 後へ退って 行く うちに、 足場 を 誤って 谷川に 

墜落した。 そこで 当 九郎は その 死骸から 貯金 だけ を 奪 

がまぐち 

い 取って、 二 円な にがし 入りの 蟇 口 を 故意に 残して 立 

ち 去った もの …… と 想像す る 事が 出来る でしよう」 



を嚥み 込み 嚥み 込みした。 しかし 黒木 は 構わずに 話 を 

1^ 叽 けた。 

「実 松 氏 は そ の 幻影と 闘う ベく レ ミ ン トンの 火蓋 を 切 

られ たのです。 しかし、 もとより 実際に 居ない 敵な の 

ですから、 いくら 散弾で も 命中す る 気づかい はあり ま 

せん。 敵 は 益々 眼の 前に 肉迫して 来ました ので、 実 松 

氏 は 恐怖の 余り 夢中に な つ て 逃げ出した …… そうして 

お話しの ような 奇禍に 遭われた のではなかった かと 考 

えられる のです」 

「ハ ハァ …… 」 

と 健 策 はいよ いよ 不安ら しく グッと 唾液 を嚥み 込ん 



ちなまぐさ 

…又、 実 松 氏が 極端な 変人で あると 同時に、 血腥 い 

殺生 を 唯一 の 趣味と していた 因縁 も、 その 血 腫い 殺 

生 行為の アトで、 異常な 性的の 昂奮 を 見せる という、 

変態的な 性格 も、 その 故郷の 血族の 絶滅して いる 理由 

も …… そうして 現在の 品 夫が、 二十 年 前の 殺人犯 人に 

凝視され ている という 脅迫 観念 や、 復謦 をし なければ 

止まぬ というよ うな 偏執狂 式の 空想に 囚われて いる 原 

因 も …… 何もかもが この 事件の 核心と な つてい る タツ 

タ 一 ッの 事実に よって 説明され 得る …… つまり T 塚 村 

の 実 松 家 は、 ヒドィ 精神病の 系統で あつたと …… 」 

相手の 悽愴 たる 語気に 呑まれて、 急に 赤くな り、 又、 



も-つと-つ 

ない 決心です から … … 品 夫 を見棄 てる 気 は 毛頭 無い の 

ですから、 何でも ハツ キリ 云って 下さい。 …… 実 松 一 

家 は、 そんな 恐ろしい 精神病の 遺伝 系統の ために、 そ 

の 故郷で 絶滅して しまって いる。 そうして 僅かに 残つ 

た 一滴の 血が、 めぐりめ ぐって 現在 藤 沢 家 を 亡ぼす ベ 

く 流れ込もうと している。 その 一滴の 血が …… 品 夫 だ 

と 云われる のです ね」 

「 」 

「藤 沢 家の ために は、 品 夫 を 見殺しに した 方が 利益 だ 

と 云われる のです ね …… 貴方 は …… 」 

「 」 



んか …… 」 

その 夜の 三時 をす こし 廻った 頃であった。 

まつげ 

品 夫 は 作りつ けの 人形の ように 伏せて いた 長い 睫 

-っ えした 

を、 静かに 二三 度 上下に 動かす と、 パッチ リと眼 を 見 

うつろ みは 

開いた。 そうして 黒い 瞳 を 空虚の ように 瞠リ ながら、 

仄暗い 座敷の 天井板 を 永い事 見つめて いた。 

まばたき 

それから 瞬 一 つせ ずに、 頭 を ソロ ソロと 左右に 傾 

けて、 白い ずくめ の 寝具と、 解かし 流された まま、 枕 

の 左右に 乱れ かかって いる 自分の 髪 毛 を 見た。 それ か 

ら、 黒い 風呂敷 を 冠せられ ている 枕元の 電気スタンド 



のま ま メス を 右手に 捧げて、 左手で 両袖 を 抱えつつ、 

開いた ままの 扉の 間から、 又も リノリウムの 廊下に、 U 

リ 出た …… と …… 今度 は 左に折れて、 泉水の 上から、 

病室の 方へ 抜ける 渡 殿の 薄暗が り を、 ホノボ ノと足 探 

リ にして、 第一 の 横 廊下 を 左に折れ 曲った が、 やがて、 

その 行き詰まりに 在る 特等 病室の 前に 来た。 そうして、 

やはり 何の 躊躇 もな く 真鍮 の ノッブ を 引いた。 

しょく でんき ベッド 

十 爆の 電燈に 照らされた 鉄の 寝台の 上に は、 白い 

蒲団 を 頭から 冠って いる 人間の 姿が ムック リと 浮き 

上って いた。 その上に メス を 捧げた まま、 品 夫 は 何 か 

しら ジッと 考え込んで いるよう であった が、 やがて 上 



かみのけ さつ うしろ の 

髪 毛 を 颯と 背後に はね 除け て、 メス を 握った 右手 を 高 

く 振り上げ かけた が、 白い 服の まま 仁王 立ちに なって 

いる 健 策の 真青な、 引き 歪められた 顔 を 眼の 前に 見る 

と、 急に 身 を 反らして 高らかに 笑い出した。 

「 …… ホ ホホホ ホホ。 ホ ホホホ あなた 見て いらつ した 

の …… ホ ホホホ ホホ。 ス テキだった でしよう …… 妾 

かたき 

…… とうとう 謦敵を 討った のよ …… 」 

品 夫の 手から、 U リ 落ちた メスが、 床の 上に 垂直に 突 

立った。 同時に 気が 弛んだら しく グッ タリと なった 品 

夫 は、 両頰を 真 赤に 染めて 羞恥ながら、 健 策の 胸に し 

なだれ かかった。 血 だらけの 両手 を 白い 診察 服の 襟に 
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